
①　資産・負債（ストック）の総体の一覧的把握
　　資産形成に関する情報（資産・負債のストック情報）の明示
②　発生主義による行政コストの把握
　　見えにくいコスト（減価償却費等）の明示
③　公共施設マネジメント等への活用
　　固定資産台帳の整備等により、公共施設マネジメント等への活用が可能

　

２　統一的な基準による財務書類の整備効果

　統一的な基準による財務書類は、企業会計（複式簿記・発生主義）の考え方を用いた財務資料
です。
　財務書類は、従来の「単式簿記・現金主義会計」に基づいた決算書と違い、ストック情報（資
産・負債）や減価償却費等の見えにくいコストを容易に把握することができるため、財務情報の
「見える化」を促進するものとなります。
　期待される主な整備効果は次のとおりです。

【財務書類整備の効果】

３　統一的な基準による財務書類の作成範囲

　地方公共団体は、一般会計及び公営事業会計以外の特別会計からなる「一般会計等」を基礎と
して財務書類を作成することとされています。

　また、「一般会計等」に公営事業会計を加えた「全体財務書類」、全体財務書類に地方公共団
体の関連団体を加えた「連結財務書類」をあわせて作成します。
　本町の財務書類の作成範囲は次のとおりです。

統一的な基準による財務書類の公表について（平成２９年度決算分）

総務部政策総務課

１　統一的な基準による財務書類の作成の背景

  地方公共団体の会計においては、国の会計と同様に予算の適正・確実な執行に資する観点から
「単式簿記・現金主義会計」により、「予算書」・「決算書」を作成し、財務状況を公開してい
ます。
　このような中で、上記の予算・決算制度を補完し、住民や議会、外部に対する説明責任をより
適切に果たす観点から、平成２７年１月に総務省が公表した「統一的な基準による地方公会計マ
ニュアル」に基づき、全ての地方公共団体において、原則として、平成２７年度から平成２９年
度までの３年度間に統一的な基準による財務書類を作成することとされました。

うち公営企業会計 水道事業会計

　一部事務組合
　広域連合
　地方三公社　等

乙訓環境衛生組合、乙訓福祉施設事務組合、乙訓消防組合、
京都府後期高齢者医療広域連合、京都地方税機構、京都府
自治会館管理組合、京都府市町村議会議員公務災害補償等
組合、桂川・小畑川水防事務組合、乙訓土地開発公社

【本町の財務書類の作成範囲】

区分 対象となる会計等

　一般会計等 一般会計

一
般
会
計
等

全
体
財
務
書
類

連
結
財
務
書
類

　公営事業会計
　（特別会計）

国民健康保険事業特別会計、介護保険事業特別会計
後期高齢者医療保険事業特別会計、下水道事業特別会計
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【資産の部】 【負債の部】

固定資産 固定負債

有形固定資産 地方債

事業用資産 長期未払金

インフラ資産 退職手当引当金

物品 流動負債

無形固定資産

投資その他の資産 賞与等引当金

投資及び出資金 預り金

長期延滞債権

基金 【純資産の部】

流動資産 固定資産等形成分

現金預金

基金

４　財務書類の体系と見方
（１）財務書類の体系

③ 純資産変動計算書 貸借対照表の純資産の変動要因を明らかにするもの

④ 資金収支計算書 資金の流れを区分別に明らかにするもの

　本町において作成する財務書類は、次の４つの財務書類です。
　①～④の財務書類は、以下の図のとおり関連しています。

① 貸借対照表 会計年度末における資産及び負債の状況を明らかにするもの

② 行政コスト計算書 業務実施に伴い発生した費用を明らかにするもの

【財務書類の相関関係】

①貸借対照表
②行政コスト

計算書
③純資産変動

計算書
④資金収支

計算書

資産のうち
現金預金

負債

経常費用
前年度末

純資産残高
業務活動収支

純資産 純行政コスト
本年度末

純資産残高
本年度末

現金預金残高

資産

経常収益 純行政コスト 投資活動収支

臨時損失 財源 財務活動収支

臨時利益
固定資産等の

変動額
前年度末

現金預金残高

（２）財務書類の見方
　①　貸借対照表

償還予定が1年を超える町債

庁舎・学校などの土地・建物・工
作物

科　目 内　容 科　目 内　容

翌年度の賞与支給見込額のうち本
年度分

有価証券・出資金など
契約保証金、職員の源泉所得税な
ど

1年を越えて回収されていない債
権

負債合計

道路・公園などの土地・建物・工
作物

将来の退職手当の支給見込額

20万円以上の備品など

システムのソフトウェアなど
1年以内償還予定
地方債

1年以内に償還予定の町債など

1年以内に取崩予定の基金 純資産等合計

資産合計 負債及び純資産合計

現在までの世代が形成した固定資
産等

歳計現金と歳計外現金の合計 余剰分（不足分）
現在までの世代が負担した現金預
金及び負債など
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業務費用

人件費

物件費等

物件費

維持補修費

減価償却費

その他の業務費用

移転費用

補助金等

社会保障給付

他会計への繰出金

職員給与や将来支給が見込まれる退職手当の見込額の当該年度発生分など

消耗品費や委託料など消費的性質の経費

資産の機能維持のために必要な修繕料など

耐用年数に応じて計算された建物などの償却資産の価値減少分

支払利息や徴収不能引当金の繰入額など

　②　行政コスト計算書

科　目 内　容

　経常費用 (Ａ)

純経常行政コスト  (Ｃ)＝(Ａ)－(Ｂ)

　臨時損失 (Ｄ) 災害復旧事業費や資産売却損など

　臨時利益 (Ｅ) 資産売却益など

他の団体や個人に支払う補助金や負担金など

児童手当、障がい者支援などの社会保障給付費用など

公営事業会計への繰出金

　経常収益 (Ｂ) 使用料・手数料、事業実施による収益など

純行政コスト（△）

財源 税収等 町税、地方交付税、寄附金など

国府等補助金 国または府からの補助金、負担金など

純経常行政コスト  (Ｆ)＝(Ｃ)＋(Ｄ)－(Ｅ)

　③　純資産変動計算書
科　目 内　容

前年度末純資産残高

　無償所管換等 無償で譲渡または取得した固定資産の評価額など

　本年度純資産変動額

本年度末純資産残高

　本年度差額

　固定資産等の変動（内部変動） 本年度に生じた有形固定資産や貸付金・基金などの増減

　資産評価差額 有価証券などの資産評価額の増減

業務費用支出 人件費支出、物件費、支払利息などの支出

移転費用支出 補助金、社会保障給付、他会計への繰出しなどの支出

業務収入 税収、国府補助金、使用料及び手数料などの収入

　④　資金収支計算書
科　目 内　容

【業務活動収支】

業務支出

投資活動支出 公共施設等の整備、基金の積立て、貸付けなどの支出

投資活動収入 公共施設等の整備にかかる補助金や資産の売却、基金取崩しなどの収入

【財務活動支出】

臨時支出 災害復旧事業費などの支出

臨時収入 災害復旧事業に関する補助金などの収入

【投資活動収支】

前年度末資金残高

本年度末資金残高

本年度末歳計外現金残高

財務活動支出 地方債の償還などの支出

財務活動収入 地方債の発行や借入れなどによる収入

本年末資金収支額

本年度末現金預金残高
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一般会計等財務書類

【対象会計】

一般会計

－1－



（単位：百万円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 18,343 ※ 固定負債 6,710

有形固定資産 18,158 ※ 地方債 5,514
事業用資産 12,889 長期未払金 106

土地 8,398 退職手当引当金 1,090
立木竹 - 損失補償等引当金 -
建物 10,913 その他 -
建物減価償却累計額 △ 6,621 流動負債 708
工作物 300 1年内償還予定地方債 571
工作物減価償却累計額 △ 199 未払金 55
船舶 - 未払費用 -
船舶減価償却累計額 - 前受金 -
浮標等 - 前受収益 -
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 59
航空機 - 預り金 23
航空機減価償却累計額 - その他 -
その他 - 7,418
その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 98 固定資産等形成分 18,813

インフラ資産 5,006 ※ 余剰分（不足分） △ 7,146
土地 1,727
建物 1,395
建物減価償却累計額 △ 1,181
工作物 7,106
工作物減価償却累計額 △ 4,076
その他 -
その他減価償却累計額 -
建設仮勘定 34

物品 829
物品減価償却累計額 △ 566

無形固定資産 8
ソフトウェア 8
その他 -

投資その他の資産 177
投資及び出資金 24

有価証券 -
出資金 24
その他 -

投資損失引当金 -
長期延滞債権 30
長期貸付金 2
基金 123

減債基金 -
その他 123

その他 -
徴収不能引当金 △ 2

流動資産 742 ※

現金預金 260
未収金 13
短期貸付金 0
基金 470

財政調整基金 319
減債基金 151

棚卸資産 -
その他 -
徴収不能引当金 - 11,667

19,086 ※ 19,086 ※

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

負債合計

純資産合計
資産合計 負債及び純資産合計

－2－



（単位：百万円）

経常費用 5,069 ※

業務費用 3,016 ※

人件費 1,395
職員給与費 1,338
賞与等引当金繰入額 59
退職手当引当金繰入額 △ 78
その他 76

物件費等 1,555
物件費 1,054
維持補修費 43
減価償却費 455
その他 3

その他の業務費用 65
支払利息 43
徴収不能引当金繰入額 1
その他 21

移転費用 2,053
補助金等 842
社会保障給付 832
他会計への繰出金 379
その他 0

経常収益 172
使用料及び手数料 61
その他 111

純経常行政コスト △ 4,897
臨時損失 6

災害復旧事業費 -
資産除売却損 6
投資損失引当金繰入額 -
損失補償等引当金繰入額 -
その他 -

臨時利益 0
資産売却益 0
その他 -

純行政コスト △ 4,902 ※

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

行政コスト計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 金額

－3－



（単位：百万円）

前年度末純資産残高 11,410 17,842 △ 6,432

純行政コスト（△） △ 4,902 △ 4,902

財源 5,108 5,108

税収等 4,043 4,043

国県等補助金 1,065 1,065

本年度差額 206 206

固定資産等の変動（内部変動） 920 △ 920

有形固定資産等の増加 1,477 △ 1,477

有形固定資産等の減少 △ 705 705

貸付金・基金等の増加 242 △ 242

貸付金・基金等の減少 △ 94 94

資産評価差額 - -

無償所管換等 52 52

その他 - - -

本年度純資産変動額 257 ※ 971 ※ △ 714

本年度末純資産残高 11,667 18,813 △ 7,146

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

純資産変動計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

－4－



（単位：百万円）

【業務活動収支】
業務支出 4,686 ※

業務費用支出 2,633 ※

人件費支出 1,466
物件費等支出 1,102
支払利息支出 43
その他の支出 21

移転費用支出 2,053
補助金等支出 842
社会保障給付支出 832
他会計への繰出支出 379
その他の支出 0

業務収入 5,131
税収等収入 4,046
国県等補助金収入 914
使用料及び手数料収入 61
その他の収入 110

臨時支出 -
災害復旧事業費支出 -
その他の支出 -

臨時収入 -
業務活動収支 445
【投資活動収支】

投資活動支出 1,319 ※

公共施設等整備費支出 1,069
基金積立金支出 248
投資及び出資金支出 -
貸付金支出 3
その他の支出 -

投資活動収入 244 ※

国県等補助金収入 151
基金取崩収入 89
貸付金元金回収収入 3
資産売却収入 0
その他の収入 -

投資活動収支 △ 1,076 ※

【財務活動収支】
財務活動支出 481

地方債償還支出 481
その他の支出 -

財務活動収入 1,206
地方債発行収入 1,206
その他の収入 -

財務活動収支 725
95 ※

142
237

前年度末歳計外現金残高 10
本年度歳計外現金増減額 13
本年度末歳計外現金残高 23
本年度末現金預金残高 260

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

前年度末資金残高
本年度末資金残高

資金収支計算書
自　平成２９年４月１日　
至　平成３０年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額

－5－



（５）引当金の計上方法　
　　①　投資損失引当金
　　　　市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについて、実質
　　　価額が著しく低下した場合における実質価額と取得価額の差額を計上しています。
　　　（平成29年度は該当なし）
　　②　徴収不能引当金
　　　　未収金、長期延滞債権、長期貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収
　　　不能見込額を計上しています。
　　③　退職手当引当金
　　　　期末時点において在職する職員が自己都合により退職するとした場合の要支給額に、退職手
　　　当組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として支給された額の総
　　　額を控除した額に、組合における積立金額の運用益のうち大山崎町へ按分される額を加算した
　　　額を控除した額を計上しています。
　　④　損失補償等引当金
　　　　履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関す
　　　る法律に規定する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。
　　　（平成29年度は該当なし）
　　⑤　賞与等引当金
　　　　翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額
　　　について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

　　　該当なし

（４）有形固定資産等の減価償却の方法
　　①　有形固定資産（リース資産を除く）･････････定額法
　　　　なお、主な耐用年数は次のとおりです。
　　　　　建物　　  15年～ 50年
　　　　　工作物　　10年～ 60年
　　　　　物品　　　３年～ 10年
　　②　無形固定資産（リース資産を除く）･････････定額法
　　③　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が１年以内のリース取
　　　　引及びリース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を
　　　　除く）･･･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
　　①　満期保有目的有価証券
　　　　該当なし

　　②　満期保有目的以外の有価証券
　　　　該当なし

　　③　出資金
　　　ア　市場価格のあるもの・・・該当なし
　　　イ　市場価格のないもの・・・出資金額

一般会計等財務書類における注記

１．重要な会計方針

（１）有形固定資産等の評価基準及び評価方法

　　①　有形固定資産････････････････････････････････取得原価
　　　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　　ア　昭和59年度以前に取得したもの･･････････････再調達原価
　　　  　ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。
　　　イ　昭和60年度以後に取得したもの
　　　　　取得原価が判明しているもの････････････････取得原価
　　　　　取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価
　　　　　ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。
　　②  無形固定資産････････････････････････････････取得原価
　　　  ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　　  取得原価が判明しているもの･･････････････････取得原価

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法

－6－



（６）リース取引の処理方法

　　⑥　利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額
　　　　該当なし
　　⑦　繰越事業に係る将来の支出予定額
　　　　166百万円

― ― 6.5% 58.2%

　　③　地方自治法第235条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理
　　　期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。

　　④　各項目の金額を100万円未満で四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合
　　　があります。

　　⑤　地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は次のとおりです。
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

４．追加情報
（１）財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項
　　①　一般会計等財務書類の作成範囲は次のとおりです。
　　　　一般会計
　　②　一般会計等と普通会計の対象範囲等の差異
　　　　差異なし

３．偶発債務
（１）保証債務及び損失補償債務負担の状況
　　　該当なし
（２）係争中の訴訟等
　　　該当なし

（２）組織・機構の大幅な変更
　　　該当なし
（３）地方財政制度の大幅な変更
　　　該当なし
（４）重大な災害等の発生
　　　該当なし

　　①　物品及びソフトウェアの計上基準
　　　　物品については、取得価額又は見積価格が20万円以上の場合に資産として計上しています。
　　　ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。
　　②　資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が60万円以上であるとき、修繕に係る支出
　　　が当該償却資産の資産価値を高め、またはその耐久性を増すこととなると認められるかを判断
　　　し、資産として処理しています。

２．重要な後発事象
（１）主要な業務の改廃
　　　該当なし

（７）資金収支計算書における資金の範囲

　　　現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物
　　　なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含
　　んでいます。

（８）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項

　　①　ファイナンス・リース取引
　　　ア　所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引及びリース料
　　　　総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を除く）
　　　　　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
　　　イ　ア以外のファイナンス・リース取引
　　　　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
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標準財政規模
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額
将来負担額
充当可能基金額
特定財源見込額 
地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額

資金収支計算書
業務活動収支 　　　　　　　　　　
投資活動収入の国県等補助金収入 　　　 　　
未収債権額の増加（減少）
未払債務額の増加（減少）
減価償却費
賞与等引当金繰入額（増減額）
退職手当引当金繰入額（増減額）
徴収不能引当金繰入額（増減額）
資産除売却益（損）

純資産変動計算書の本年度差額

　　　　一時借入金の限度額
　　　　一時借入金に係る利子額

1,000百万円
0円

　　⑤　重要な非資金取引
　　　　該当なし

  206百万円

　　④　一時借入金の状況
　　　　資金収支計算上、一時借入金の増減額は含まれていません。
　　　　なお、一時借入金の限度額及び利子額は次のとおりです。

3百万円
△455百万円

△7百万円
78百万円

△1百万円
△6百万円

　　③　資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳

445百万円
151百万円
△2百万円

前年度繰越金 142百万円 ―
資金収支計算書 6,581百万円 6,486百万円

歳入歳出決算書（一般会計） 6,723百万円 6,486百万円
財務書類の対象となる会計の範囲の相違に伴う差額 ― ―

（４）資金収支計算書に係る事項
　　①　基礎的財政収支
　　　　△587百万円
　　②　既存の決算情報との関連性

収入（歳入） 支出（歳出）

（３）純資産変動計算書に係る事項
　　　純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容
　　　①　固定資産等形成分
　　　　　固定資産の額に流動資産における基金を加えた額を計上しています。
　　　②　余剰分（不足分）
　　　　　純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた額を計上しています。

8,619百万円
720百万円

0円
5,965百万円

　　⑥　地方自治法第２３４条の３に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務金額
　　　　該当なし

　　④　地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に
　　　含まれることが見込まれる金額
　　　　5,965百万円
　　⑤　地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次のとおり
　　　です。

3,748百万円
426百万円

　　　　該当なし
　　③　基金借入金（繰替運用）
　　　　該当なし

（２）貸借対照表に係る事項
　　①　売却可能資産の範囲及び内訳
　　　　該当なし
　　②　減債基金に係る積立不足額
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全体財務書類
【対象会計】

（一般会計等財務書類に加えて）

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療保険事業特別会計

下水道事業特別会計

水道事業会計
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（単位：百万円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 21,110 固定負債 9,986

有形固定資産 20,744 地方債等 8,145
事業用資産 12,889 長期未払金 106

土地 8,398 退職手当引当金 1,090
土地減損損失累計額 0 損失補償等引当金 0
立木竹 0 その他 645
立木竹減損損失累計額 0 流動負債 927
建物 10,913 1年内償還予定地方債等 725
建物減価償却累計額 △ 6,621 未払金 108
建物減損損失累計額 0 未払費用 0
工作物 300 前受金 8
工作物減価償却累計額 △ 199 前受収益 0
工作物減損損失累計額 0 賞与等引当金 63
船舶 0 預り金 23
船舶減価償却累計額 0 その他 0
船舶減損損失累計額 0 10,913
浮標等 0 【純資産の部】
浮標等減価償却累計額 0 固定資産等形成分 21,580
浮標等減損損失累計額 0 余剰分（不足分） △ 9,864
航空機 0
航空機減価償却累計額 0
航空機減損損失累計額 0
その他 0
その他減価償却累計額 0
その他減損損失累計額 0
建設仮勘定 98

インフラ資産 7,278
土地 2,386
土地減損損失累計額 0
建物 1,778
建物減価償却累計額 △ 1,331
建物減損損失累計額 0
工作物 15,292
工作物減価償却累計額 △ 10,990
工作物減損損失累計額 0
その他 0
その他減価償却累計額 0
その他減損損失累計額 0
建設仮勘定 143

物品 1,604
物品減価償却累計額 △ 1,027
物品減損損失累計額 0

無形固定資産 24
ソフトウェア 23
その他 1

投資その他の資産 342
投資及び出資金 24

有価証券 0
出資金 24
その他 0

投資損失引当金 0
長期延滞債権 72
長期貸付金 2
基金 250

減債基金 0
その他 250

その他 0
徴収不能引当金 △ 6

流動資産 1,519
現金預金 941
未収金 89
短期貸付金 0
基金 470

財政調整基金 319
減債基金 151

棚卸資産 20
その他 0
徴収不能引当金 △ 1

繰延資産 0 11,716

22,629 22,629

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

全体貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

負債合計

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計
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（単位：百万円）

経常費用 9,042 ※

業務費用 3,813 ※

人件費 1,458
職員給与費 1,396
賞与等引当金繰入額 63
退職手当引当金繰入額 △ 78
その他 77

物件費等 2,211
物件費 1,910
維持補修費 △ 280
減価償却費 578
その他 3

その他の業務費用 144 ※

支払利息 82
徴収不能引当金繰入額 5
その他 58

移転費用 5,230
補助金等 4,012
社会保障給付 833
他会計への繰出金 379
その他 6

経常収益 784
使用料及び手数料 660
その他 124

純経常行政コスト △ 8,258
臨時損失 8

災害復旧事業費 0
資産除売却損 8
投資損失引当金繰入額 0
損失補償等引当金繰入額 0
その他 0

臨時利益 0
資産売却益 0
その他 0

純行政コスト △ 8,266

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

全体行政コスト計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 金額
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（単位：百万円）

前年度末純資産残高 11,574 20,270 △ 8,696

純行政コスト（△） △ 8,266 △ 8,266

財源 8,349 8,349

税収等 6,095 6,095

国県等補助金 2,254 2,254

本年度差額 84 ※ 84 ※

固定資産等の変動（内部変動） 1,252 △ 1,252

有形固定資産等の増加 2,058 △ 2,058

有形固定資産等の減少 △ 953 953

貸付金・基金等の増加 260 △ 260

貸付金・基金等の減少 △ 113 113

資産評価差額 7 7

無償所管換等 52 52

その他 0 0 0

本年度純資産変動額 142 ※ 1,311 △ 1,168

本年度末純資産残高 11,716 ※ 21,580 ※ △ 9,864

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

全体純資産変動計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）
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（単位：百万円）

【業務活動収支】
業務支出 8,512

業務費用支出 3,661
人件費支出 1,527
物件費等支出 1,992
支払利息支出 82
その他の支出 60

移転費用支出 4,851
補助金等支出 4,012
社会保障給付支出 833
他会計への繰出支出 0
その他の支出 6

業務収入 8,948
税収等収入 6,061
国県等補助金収入 2,103
使用料及び手数料収入 661
その他の収入 123

臨時支出 0
災害復旧事業費支出 0
その他の支出 0

臨時収入 0
業務活動収支 436
【投資活動収支】

投資活動支出 1,592
公共施設等整備費支出 1,283
基金積立金支出 306
投資及び出資金支出 0
貸付金支出 3
その他の支出 0

投資活動収入 244 ※

国県等補助金収入 151
基金取崩収入 89
貸付金元金回収収入 3
資産売却収入 0
その他の収入 0

投資活動収支 △ 1,348
【財務活動収支】

財務活動支出 634
地方債償還支出 634
その他の支出 0

財務活動収入 1,668
地方債発行収入 1,653
その他の収入 15

財務活動収支 1,034
122
797
918 ※

前年度末歳計外現金残高 10
本年度歳計外現金増減額 13
本年度末歳計外現金残高 23
本年度末現金預金残高 941

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

前年度末資金残高
本年度末資金残高

全体資金収支計算書
自　平成２９年４月１日　
至　平成３０年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額
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（４）有形固定資産等の減価償却の方法

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　　水道事業会計・・・先入先出法による原価法

　　①　有形固定資産（リース資産を除く）･････････定額法
　　　　なお、主な耐用年数は次のとおりです。
　　　　　建物　　  15年～ 50年
　　　　　工作物　　10年～ 60年
　　　　　物品　　　３年～ 10年
　　②　無形固定資産（リース資産を除く）･････････定額法
　　③　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が１年以内のリース取
　　　　引及びリース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を
　　　　除く）･･･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

（５）引当金の計上方法
　　①　投資損失引当金
　　　　市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについて、実質
　　　価額が著しく低下した場合における実質価額と取得価額の差額を計上しています。
　　　（平成29年度は該当なし）
　　②　徴収不能引当金
　　　　未収金、長期延滞債権、長期貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率等により、徴
　　　収不能見込額を計上しています。
　　③　退職手当引当金
　　　　期末時点において在職する職員が自己都合により退職するとした場合の要支給額に、退職手
　　　当組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として支給された額の総
　　　額を控除した額に、組合における積立金額の運用益のうち大山崎町へ按分される額を加算した
　　　額を控除した額を計上しています。
　　④　損失補償等引当金
　　　　履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関す
　　　る法律に規定する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。
　　　（平成29年度は該当なし）

　　⑤　賞与等引当金
　　　　翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額
　　　について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

全体財務書類における注記

１．重要な会計方針

（１）有形固定資産等の評価基準及び評価方法

　　①　有形固定資産････････････････････････････････取得原価
　　　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　　ア　昭和59年度以前に取得したもの･･････････････再調達原価
　　　  　ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。
　　　イ　昭和60年度以後に取得したもの
　　　　　取得原価が判明しているもの････････････････取得原価
　　　　　取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価
　　　　　ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。
　　②  無形固定資産････････････････････････････････取得原価
　　　  ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　　  取得原価が判明しているもの･･････････････････取得原価
　
　　なお、水道事業会計は、原則として取得原価としています。

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
　　①　満期保有目的有価証券
　　　　該当なし

　　②　満期保有目的以外の有価証券
　　　　該当なし

　　③　出資金
　　　ア　市場価格のあるもの・・・該当なし
　　　イ　市場価格のないもの・・・出資金額

－14－



（６）リース取引の処理方法

　

（２）出納整理期間

　　　地方自治法第235条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間
　　における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。
　　　なお、出納整理期間を設けていない会計と出納整理期間を設けている会計との間で、出納整理
　　期間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整しています。

（３）表示単位未満の取扱い

　　　各項目の金額を100万円未満で四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があ
　　ります。

水道事業会計 公営企業会計 全部連結 ―
　　　連結の方法は次のとおりです。
　　　①　地方公営事業会計・公営企業会計は、すべて全部連結の対象としています。

後期高齢者医療保険事業特別会計 地方公営事業会計 全部連結 ―
下水道事業特別会計 地方公営事業会計 全部連結 ―

国民健康保険事業特別会計 地方公営事業会計 全部連結 ―
介護保険事業特別会計 地方公営事業会計 全部連結 ―

４．追加情報
（１）連結対象会計

会計名 区分 連結の方法 比例連結割合

（２）組織・機構の大幅な変更
　　　該当なし
（３）地方財政制度の大幅な変更
　　　該当なし
（４）重大な災害等の発生
　　　該当なし

３．偶発債務
（１）保証債務及び損失補償債務負担の状況
　　　該当なし
（２）係争中の訴訟等
　　　該当なし

　　　該当なし

（７）全体資金収支計算書における資金の範囲

　　　現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物
　　　なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含
　　んでいます。

（８）消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
　　　ただし、水道事業会計については、税抜方式によっています。

２．重要な後発事象
（１）主要な業務の改廃

　　①　ファイナンス・リース取引
　　　ア　所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引及びリース料
　　　　総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を除く）
　　　　　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
　　　イ　ア以外のファイナンス・リース取引
　　　　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
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連結財務書類
【対象会計・団体】

（全体財務書類に加えて）

乙訓環境衛生組合

乙訓福祉施設事務組合

乙訓消防組合

京都府後期高齢者医療広域連合

京都地方税機構

京都府自治会館管理組合

京都府市町村議会議員公務災害補償等組合

桂川・小畑川水防事務組合

乙訓土地開発公社
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（単位：百万円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 22,902 ※ 固定負債 10,866

有形固定資産 22,479 地方債等 8,859
事業用資産 14,428 ※ 長期未払金 106

土地 8,846 退職手当引当金 1,256
土地減損損失累計額 0 損失補償等引当金 0
立木竹 0 その他 645
立木竹減損損失累計額 0 流動負債 996 ※

建物 11,985 1年内償還予定地方債等 769
建物減価償却累計額 △ 7,219 未払金 109
建物減損損失累計額 0 未払費用 0
工作物 560 前受金 8
工作物減価償却累計額 △ 452 前受収益 0
工作物減損損失累計額 0 賞与等引当金 86
船舶 0 預り金 25
船舶減価償却累計額 0 その他 0
船舶減損損失累計額 0 11,862
浮標等 0 【純資産の部】
浮標等減価償却累計額 0 固定資産等形成分 23,321
浮標等減損損失累計額 0 余剰分（不足分） △ 10,648
航空機 0 他団体出資等分 0
航空機減価償却累計額 0
航空機減損損失累計額 0
その他 0
その他減価償却累計額 0
その他減損損失累計額 0
建設仮勘定 709

インフラ資産 7,344
土地 2,452
土地減損損失累計額 0
建物 1,778
建物減価償却累計額 △ 1,331
建物減損損失累計額 0
工作物 15,292
工作物減価償却累計額 △ 10,990
工作物減損損失累計額 0
その他 0
その他減価償却累計額 0
その他減損損失累計額 0
建設仮勘定 143

物品 2,807
物品減価償却累計額 △ 2,101
物品減損損失累計額 0

無形固定資産 24
ソフトウェア 23
その他 1

投資その他の資産 399 ※

投資及び出資金 26
有価証券 0
出資金 24
その他 2

長期延滞債権 72
長期貸付金 2
基金 304

減債基金 0
その他 304

その他 0
徴収不能引当金 △ 6

流動資産 1,633 ※

現金預金 1,040
未収金 90
短期貸付金 0
基金 485

財政調整基金 334
減債基金 151

棚卸資産 20
その他 0
徴収不能引当金 △ 1

繰延資産 0 12,673

24,535 24,535

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

負債合計

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計

連結貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額
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（単位：百万円）

経常費用 11,393
業務費用 4,475

人件費 1,773
職員給与費 1,697
賞与等引当金繰入額 84
退職手当引当金繰入額 △ 88
その他 80

物件費等 2,508 ※

物件費 2,038
維持補修費 △ 257
減価償却費 642
その他 84

その他の業務費用 195
支払利息 83
徴収不能引当金繰入額 5
その他 107

移転費用 6,917 ※

補助金等 5,698
社会保障給付 834
他会計への繰出金 379
その他 7

経常収益 886
使用料及び手数料 677
その他 209

純経常行政コスト △ 10,506 ※

臨時損失 8
災害復旧事業費 0
資産除売却損 8
損失補償等引当金繰入額 0
その他 0

臨時利益 0
資産売却益 0
その他 0

純行政コスト △ 10,514

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

連結行政コスト計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 金額
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（単位：百万円）

前年度末純資産残高 12,490 21,849 △ 9,359 0

純行政コスト（△） △ 10,514 △ 10,514 -

財源 10,635 10,635 -

税収等 7,034 7,034 -

国県等補助金 3,601 3,601 -

本年度差額 122 ※ 122 ※ -

固定資産等の変動（内部変動） 1,411 ※ △ 1,411 ※

有形固定資産等の増加 2,272 △ 2,272

有形固定資産等の減少 △ 1,017 1,017

貸付金・基金等の増加 276 △ 276

貸付金・基金等の減少 △ 119 119

資産評価差額 7 7

無償所管換等 54 54

他団体出資等分の増加 0 0

他団体出資等分の減少 0 0

比例連結割合変更に伴う差額 0 0

その他 0 0 0

本年度純資産変動額 182 ※ 1,472 △ 1,290 ※ 0

本年度末純資産残高 12,673 ※ 23,321 △ 10,648 ※ 0

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

連結純資産変動計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分
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（単位：百万円）

【業務活動収支】
業務支出 10,803

業務費用支出 4,265
人件費支出 1,849
物件費等支出 2,225
支払利息支出 83
その他の支出 108

移転費用支出 6,539 ※

補助金等支出 5,698
社会保障給付支出 833
他会計への繰出支出 0
その他の支出 7

業務収入 11,197
税収等収入 7,000
国県等補助金収入 3,406
使用料及び手数料収入 678
その他の収入 113

臨時支出 0
災害復旧事業費支出 0
その他の支出 0

臨時収入 0
業務活動収支 394
【投資活動収支】

投資活動支出 1,728
公共施設等整備費支出 1,416
基金積立金支出 309
投資及び出資金支出 0
貸付金支出 3
その他の支出 0

投資活動収入 294 ※

国県等補助金収入 195
基金取崩収入 95
貸付金元金回収収入 3
資産売却収入 0
その他の収入 0

投資活動収支 △ 1,434
【財務活動収支】

財務活動支出 752 ※

地方債等償還支出 751
その他の支出 0

財務活動収入 1,895
地方債等発行収入 1,880
その他の収入 15

財務活動収支 1,144 ※

104
912

0
1,015 ※

前年度末歳計外現金残高 12
本年度歳計外現金増減額 13
本年度末歳計外現金残高 25
本年度末現金預金残高 1,040

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

前年度末資金残高
比例連結割合変更に伴う差額
本年度末資金残高

連結資金収支計算書
自　平成２９年４月１日　
至　平成３０年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額
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